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　７月 22日、土手町コミュティパークで開
催。参加者は、子どもから大人までみんな熱
心に、そして笑顔で思い思いに花を植えてい
ました。（関連記事は18ページに記載）

　７月 30日、弘前ねぷたまつりに先駆け、
土手町通りで行われました。快晴の空の下、
園児らが「ヤーヤド―」と元気いっぱいに掛
け声を上げ、観客を楽しませていました。

　７月30日・31日に岩木地区の賀田通りで
開催。今年はお山参詣やねぷた運行、園児たち
によるよさこい演舞のほか、ハワイアンダンス
も行われ、会場は賑わっていました。

　８月６日に史跡大森勝山遺跡（大森字勝山）
で行われ、参加者は展望台から再現された環
状列石を眺めたり、土器作りに挑戦したりと、
縄文時代の暮らしを体感していました。

ハナヒロプロジェクト２
ちびっ子ねぷたのお通りだい

大森勝山じょうもん祭り

市内各地で行われた
イベントやまちの話
題をお届けします。

第34回いわき夏まつり

　８月 11日・12 日、弘前公園で開催。石積み・石
吊り体験、石曳（いしび）き体験などのイベントが実
施されたほか、石垣解体発掘調査による出土品や、イ
カ型の隅石（通称・いかすみ石）が公開され、訪れた
人たちは、先人たちが築き上げた技術や知恵を全身で
体感していました。

弘前城本丸石垣修理体験イベント

市民活動を
FM ラジオで
発信 !!

「つなげよう！市民のチカラ！」放送中です

 認知症の人と家族の会
青森県支部の東谷さん

 FMアップルウェーブ（78.8MHz）の日曜午後５時からの生放送番組「わがままWAVE It's Cool」内で、町会や
NPOをはじめとする市民活動の実践者が生出演し、活動の魅力を発信するコーナーです。毎月第４日曜日、午後５
時10分ごろから放送されますので、ぜひお聞きください。

　　　　　　　●認知症があっても安心して暮らせる社会を創ろう／
　　　　　　　認知症の人と家族の会
　「認知症の人と家族の会」では、全国で 1万人以上の会員の人たちが活動して
います。東谷さんは、「もっと認知症というものをしっかり知ってもらいたい。
認知症になったからダメということではなく、その後も楽しい人生が待っている
ということを伝えていかなければならないと思っています。」と話していました。

市民活動情報発信コーナー　市民力×まちづくり

　このコーナーでは、「市民参加型まちづくり１％システム」を活用して実施された事業をはじめ、市内で行
われている市民活動を紹介していきます。

 

▽実施団体　おしごと体験広場キッズハローワーク実行委員会
▽事業内容　子どもたちに、大人になることや働くことが素晴らしいと思っ
てもらうため、誰もが知っているメジャーな仕事から、地域性の強い仕事な
どさまざまな仕事を体験・体感できる「キッズハローワーク」を開催しまし
た。参加した児童に対して、その職業のプロが対応することで、仕事をして
対価を得て、その対価を使う社会のしくみや、経済循環の仕組みを体感して
もらうことができ、「人を育てる」という土壌を創出することができました。
▽事業費／補助金額　107万 5,797 円／ 47万 5,000 円

おしごと体験広場キッズハローワーク

 

▽実施団体　北地区コミュニティ会議
▽実施内容　地域住民の手で整備した交流農園を活用し、地域に住む子ども
から高齢者までが参加し、野菜づくりを行いました。子どもたちには、地域
の大人たちと一緒に野菜の生育から収穫までのさまざまな作業を体験しても
らい、また、高齢者には農園の近くにある公園などで、四季折々の文化体験
イベントへの参加を通じて、仲間とのコミュニケーションを図るきっかけを
つくり、地域社会の連帯感を増進させることに寄与しました。
▽事業費／補助金額　39万 7,129 円／ 34万 7,000 円

農園が変わる　集いの広場へ

 取上町会の鈴木さん

●自治組織／取上町会
　取上町会は、加入世帯数が市内で 2番目に多い町会となっています。町会加
入者の高齢化、加入世帯数の減少などによって、地域の伝統や文化の継承が途絶
えてしまうことに危機感を抱いています。子どもたちが活動に参加し、身を持っ
て体験することで、地域の文化を学びながら住民と触れ合うことを期待していま
す。
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